
第26回遺伝性腫瘍セミナープログラム案20231113

⽇ 開催⽅式 時間 講義内容 時間 講師（敬称略）
遺伝医学総論 30分 ⽥村和朗 近畿⼤学 理⼯学部 ⽣命科学科
腫瘍学総論 30分 関根茂樹 国⽴がん研究センター研究所 分⼦病理分野
遺伝性腫瘍総論 30分 織⽥信弥 独⽴⾏政法⼈国⽴病院機構 九州がんセンター 臨床研究センター 腫瘍遺伝学研究室
家族歴聴取・家系図の描き⽅ 20分 ⾦⼦景⾹ 公益財団法⼈がん研究会 がん研有明病院 臨床遺伝医療部

12:00〜12:10 開会挨拶（理事⻑） 10分 ⽯⽥秀⾏ 埼⽟医科⼤学総合医療センター 消化管・⼀般外科
12:10〜12:40 LFS総論 30分 服部浩佳 国⽴病院機構名古屋医療センター 遺伝診療科／⼩児科
12:40〜13:00 LFSから⾒えてくる〜⼩児・AYA世代への対応のポイント 20分 ⽥村智英⼦ FMC東京クリニック 医療情報・遺伝カウンセリング部
13:00〜13:30 ⼩児・AYA世代がん総論 30分 ⼭崎⽂登 国⽴がん研究センター研究所 臨床ゲノム解析部⾨
13:30〜14:10 悪性⾻軟部腫瘍/⾁腫の臨床 40分 平賀博明 独⽴⾏政法⼈国⽴病院機構 北海道がんセンター ⾻軟部腫瘍科
14:20〜15:00 脳腫瘍領域における遺伝性腫瘍の臨床、最新の知⾒ 40分 ⾼柳俊作 東京⼤学医学部 脳神経外科
15:00〜15:30 LFSの遺伝カウンセリング、診療の流れ 30分 ⽥村智英⼦ FMC東京クリニック 医療情報・遺伝カウンセリング部
15:30〜16:00 LFSのサーベイランスとしての画像診断 30分 野崎太希 慶應義塾⼤学医学部 放射線科学教室(診断)
16:00〜16:30 患者家族会のあり⽅、利⽤の仕⽅を考える 30分 ⽥村智英⼦ FMC東京クリニック 医療情報・遺伝カウンセリング部
16:50〜17:10 遺伝性腫瘍コーディネーターの役割 20分 宮脇聡⼦ 独⽴⾏政法⼈ 国⽴病院機構 四国がんセンター 看護部
17:10〜17:40 ⽇本のLi-Fraumeni症候群の特徴 30分 舩⼾道徳 国⽴病院機構⻑良医療センター 臨床研究部
17:40〜18:00 LFSトピックス〜世界、⽇本、AMED研究の紹介 20分 服部浩佳 国⽴病院機構名古屋医療センター 遺伝診療科／⼩児科
18:00〜19:00 LFS症例ディスカッション（RP⽤の想定症例の解説） 60分 ⾦⼦景⾹ 公益財団法⼈がん研究会 がん研有明病院 臨床遺伝医療部
18:00〜19:00 LFS症例ディスカッション（RP⽤の想定症例の解説） 60分 ⽥村智英⼦ FMC東京クリニック 医療情報・遺伝カウンセリング部
18:00〜19:00 LFS症例ディスカッション（RP⽤の想定症例の解説） 60分 服部浩佳 国⽴病院機構名古屋医療センター 遺伝診療科／⼩児科
19:10〜20:40 懇親会 中締め 90分 中島健 京都⼤学医学部附属病院 遺伝⼦診療部 

9:00〜9:40 網膜芽細胞腫 40分 鈴⽊茂伸 国⽴研究開発法⼈ 国⽴がん研究センター 中央病院 眼腫瘍科
9:40〜10:20 TP53 遺伝⼦のサイエンス TP53 遺伝⼦産物の機能解析 40分 加藤俊介 順天堂⼤学 臨床腫瘍学 腫瘍内科学研究室

10:20〜10:50 TP53 遺伝⼦の解析と病的意義の解釈 30分 ⼭崎⽂登 国⽴がん研究センター研究所 臨床ゲノム解析部⾨
11:10〜11:40 ⼩児・AYA世代のがんゲノム医療 30分 加藤元博 東京⼤学医学部附属病院 ⼩児科

30分 加藤俊介 順天堂⼤学 臨床腫瘍学 腫瘍内科学研究室
30分 ⼭崎⽂登 国⽴がん研究センター研究所 臨床ゲノム解析部⾨
30分 加藤元博 東京⼤学医学部附属病院 ⼩児科

所属

ケースDiscussion
〜 （仮テーマ）そのTP53 は、LFS, モザイク, それともクローン性造⾎（CHIP）?
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